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■金剛地区再生指針策定体系図 

 

 

 

 

 

 

  

市（1 人） 

意見交換会 

（H28 年 5 月～、5 回） 

町会（自治会）等 市 

指針策定協議会 

（H28 年 7 月～、5 回） 

 

まちづくり
推進課 

地区内の全町会(自治会)

17 団体 

事業者・団体等ヒアリング 

（H28 年 1 月～随時） 

協力依頼 

（H27 年 11 月） 

広く住民の意向等を把握す
るため、町会（自治会）等を
５つのグループに分け、ヒア
リング調査を実施。 

各町会（自治会）等を通じ、
ヒアリング参加者３～５人程
度を選出。 

ＵＲ都市機構 

南海電鉄 

意見交換会の参加者 32 人を選出。 

福祉事業者 

商業、住宅(不動産)等 

地域活動団体 

PTA、民・児委員等 

その他 

高辺台 

3 団体 

久野喜台 

3 団体 

寺池台① 

4 団体 

※寺池小校区

寺池台② 

6 団体 

※伏山小校区 

ＵＲ賃貸 

1 団体 

町会（自治会）等グループヒアリング（H28 年 1～3 月、各１回）

策定協議会の市民委員として５人を選出。 

策
定
協
議
会
に
参
加
（
９
者
） 

事業者・団体等視点による意向
等を把握。 

府（1 人） 

パブリックコメント 

住民の意向等を指針に反
映するため、テーマ別に議
論を深める。 

指針策定に向
けた協議。 

（H29 年 2 月）

金剛地区再生指針策定 

（H29 年 3 月） 

学識経験者（2 人）

アンケート調査（12 月）

20 歳以上の地区住民
1000 人が対象 

シンポジウム（H28 年 3 月） 
学識者の講演、ディスカッシ
ョン等 

情報共有 

･大阪大谷大学の学生による
まち歩きＷＳ（H28 年 10 月）
･同報告会（H29 年 1 月） 

市（事務局） 


